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強磁性体 (CH3NH3)2CuCg4において Cole-Coleプロット図が高温でDebye型の半円

であったのがTc近傍 e≦0.008から半円が少しつぶれたcole･Cole円弧に移行するのが

見出された｡これはpolydispersiverelaxationであると解釈される｡rc近傍のCole-Cole

円図に着目して (CH3NH3)2CuCg4のCuをCdでランダムに置換した(CH3NH3)2

Cul_XCdxCg｡系について(∫-0･08, 0･11)高周波帯磁率を測定したo図1-2に

その結果を示すO高温では実験値は半円にのっているがTcに近づくにつれて, 半円か

らつぶれて来る.pure系と著しく異なる点は Eの大きいところからつぶれ出すこと,特

に低周波領域 (C｡le_C｡le円の右半分 )のつぶれが顕著である点である｡ (pure系では対

称的に少しつぶれていた)ow-0における接線 とx'(a)軸 との角度は約言にな-て
いる(Debye型の半円の場合は昔である)oこの角度 が 告 であることはMagnetization

の緩和関数の≠→- における振舞いが t-% であることを示している｡この押しつぶさ

れたCole-Coleプロット図は polydispersiverelaxationであると考えられるが,最近のspin

glassのダイナミクスの計算結果 (KinzelandFischer) と非常に似ている.これは彼等の

計算したunifo,m magnetizationの漸近形 い -- )が 了%であることに符号しているo

彼等の結果から計算 した緩和時間の分布関数をもとにして,実験結果を議論する予定で

ある｡その分布関数は高温では ギー関数でsingledispersiveであることに対応 しているが

Tcに近づくにつれてTの大きいところにも値をもちはじめ,TcでT-∞まで分布 す

る.このため,この系ではuniformな静帯磁率はTcで有限であるが uniformなexcita-

tionに対応する緩和時間はTcで発散する (criticalslowingdown)点が興味深い｡
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ランダムスピン系の相転移
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